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	A.　研究目的
	B.　研究方法
	2020年に藤枝の他、済生会横浜市東部病院小児肝臓消化器部長　乾あやの(肝臓)および京都都府立医科大学呼吸器内科講師　金子美子(呼吸器)と協議の上、3次調査臓器合併症調査票を作成し、第２回全国調査の2次調査全症例を対象とし、対象施設160施設508症例に2021年3月に発送し、408例から回答を得た。藤枝らは腎機能検査異常を中心に解析した。なお、3次調査内容については、分担研究者の金子美子の報告書を参照いただきたい。
	情報から得られたデータのみを匿名で、分担研究者および責任研究者の責任の下、保存した。廃棄する場合は、紙媒体はシュレーダーを用いて廃棄し、電子データはデータを完全に消去した。
	C.　研究結果
	症例報告書が提出された408例のうち、適格症例は392例であった。経過中、腎機能検査を行っている267例であり、腎機能検査異常例は63例(23.6%)に認められた。慢性期(発症から中央値98日後の採血)に腎機能障害を示すと発症から1年後の生存率が有意（P=0.0266）に低かった。新規血液透析(HD)導入は12例(4.5%)で、死亡例は7例にみられ、発症から死亡までの日数中央値は18日(11～174日)であった。死因(重複あり)は、敗血症5例、多臓器不全3例、汎血球減少2例、および慢性B型肝炎急...
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